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bowels. The bulbous roots are scraped and pounded with 
green ginger, and in this form, mixed with honey, they are 
given in case of dysentery in doses of about a scruple.（後
略）

また，中東のイラクでは以下の記載がある（「Townsend 
& Guest　FLORA OF IRAQ  8，1985」）。
  　Arab and Persian writers have prescribed the drug 

in febrile and dyspeptic affections and large doses as 
anthelmintic. They are also applied to ulcers and used as 
an ingredient of warm plasters.

なじみの薄い医学用語を拾うと，下痢止め・収斂・興奮・
利尿・駆虫・婦人用・解熱・健胃・潰瘍など広範囲の薬に使
われたとのことである。

東洋では，中国で発達した本草学の中で「香附子」の
名で扱われ，17 世紀初頭に渡来した李時珍の「本草綱目　
1596」で詳しく解説されたので，江戸時代には庶民にも知
られていたようだ（図 -4A）。岩崎灌園の「本草圖譜　芳草
部五」には「本草綱目」よりはるかに正確な図（1936 模写版）
と以下の解説がある（図 -4B）。
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17 世紀末に出版されたポケット版の本草書「圖考　本草
和解（図 -5）」では次のように，大阪産と京都産で品質に違
いがあるが種は同じと論じている。
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灌園は「はますげ」の名を「本草和名」から引用したが，
10 世紀初頭の成立とされる「本草和名」での「莎草の根：

香附子」の和名は「美
ミ ク リ

久利」なので，彼の思い違いであろ
う。江戸時代で最も著名な本草学者，小野蘭山は「・・故に
根なきものを莎草とし，カヤツリグサと訓じ，根あるものを
香附子とし，ハマスゲと訓すべし・・（重訂　本草綱目啓蒙
1847）」と教えていることを考慮すると，ハマスゲの名は江
戸時代にできたものと思う。

高度経済成長期頃までは「コウブシ」の利用が普通であっ
たようで，「鹿児島民俗植物記（内藤喬　1964）」には以下
の例がある。

※  袪痰薬，喘息，子宮病，気管支カタル等に根を煎服。食前
三十分に分服する。無月経，月経不順にも根を煎服する。癪
気で暈明する人はコブシ末を白湯で服用すると即効ある由

（鹿児島県隼人町）。
※  病後の強壮剤として球を用いる。その時朝鮮人参，イルカの

尾，ネムノキの皮を入れて煮る。（長崎県五島福江島）。
近年，生薬や漢方薬の材料として薬用植物の栽培が見直さ

れつつあるが，ハマスゲの再登場はあるのだろうか？
1980 年代に全国の農業改良普及所（当時）から集約され

た水田雑草の地方名の中に「コウブシ」系のものがあり，ク
ログワイにタコボオシ（山口県）やタブシ（新潟県），ミズ
ガヤツリにタコウブシ（千葉県），ミズコブシ（大分県）や
コボシ（鹿児島県）があった（芝山・森田　1994）。いうま
でもなく，「タコボオシ」は「蛸帽子」や「凧星」ではなく「田・
香附子」で，クログワイやミズガヤツリよりコウブシの名の
方をよく記憶していた人々の存在を伝えている。

一方，東南アジアなどではハマスゲが水田にも発生・生育
することが知られていて，植木先生も前掲書（植木・松中　
1972）に「また，近年南方では水田にも侵入してきており，
著者はフイリッピンでこの事実をみとめている。」と書かれ
た。筆者は，1995 年につくば市で開催されたシンポジウム
におけるタイの先生の講演でこのことを聞き，また，2008
年に国際協力機構の短期専門家として訪れたフィリピンで，
水田に生育するハマスゲを観察する機会を得た（図 -6）。

耐湿性を獲得したハマスゲの生物型は，本物の「田・香附
子」といえる。水田の管理方法が多様化してきた日本の水田
でも，いずれ耐湿性ハマスゲが生育するようになるかもしれ
ない。その時には，クログワイやミズガヤツリへの「タコボ
ウシ」の呼称には何らかの変化が生じるのであろうか。
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図 -4　‌‌「莎草香附子」の図：Ａ：「本草綱目」
（「本草綱目　圖　巻上」　1672　よ
り）、Ｂ：「本草圖譜」（岡田清福模写
版　1903　より）

　　図 -5　‌‌元禄年間に刊行された懐
中版の「圖考本草和解」
の表紙と香附子のページ

　　　図 -6　‌‌湛水された水田に生育するハマス
ゲの生物型（円内：フィリピン　
ルソン島北部）
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■協会だより
■試験成績検討会
（開催時間変更のお知らせ）
●�平成30年度水稲関係除草剤直播栽培・畦畔等�適用性試験
成績検討会

　変更前：平成30年12月11日（火）�10:00～18:00
� （講演会※�17:00～18:00）
� 12日（水）� 9:30～12:00
　変更後：平成30年12月11日（火）� 9:30～18:00
� （講演会※�17:00～18:00）
� 12日（水）� 9:30～12:00
　場所：浅草ビューホテル
　※水稲直播栽培に関する講演会
　　講師：下坪�訓次(水稲直播研究会)
　�（場所や講演会は変更ありません。）

■研究会等
■平成30年度関東地域マッチングフォーラム
「水田畦畔・圃場周辺の雑草管理とスマート農業の実現に
向けて」
　日時：平成30年12月3日（月）�10:30～17:00
　場所：�農研機構農業技術革新工学研究センター�会議室
� 埼玉県さいたま市北区日進町1丁目40番地2
　　交通アクセス　��http://www.naro.affrc.go.jp/iam/

introduction/access.html
　主催：農林水産省大臣官房政策課技術政策室
� 農研機構中央農業研究センター
　後援：全国農業協同組合連合会
　内容：
　第1部�スマート農業の実現に向けて
� （司会：農林水産省大臣官房政策課技術政策室）
� (1)農業データ連携基盤（WAGRI）について
� (2)スマート農業技術の現場への実装について
　第2部�水田畦畔・圃場周辺の雑草管理の省力化
� （司会：農研機構中央農業研究センター　小荒井�晃）
� (1)畦畔等圃場周辺の省力的雑草管理に向けた課題と展望
� （農研機構中央農業研究センター　澁谷�知子）
� (2)スマート農業を目指した高機動畦畔草刈機の開発
� （農研機構農業技術革新工学研究センター　栗原�英治）
� (3)植生に応じた除草剤等による畦畔雑草管理技術
� （農研機構中央農業研究センター　井原�希）

� (4)��グランドカバープランツによる畦畔雑草管理と地域の取
り組み事例

� （茨城県県北農林事務所�常陸大宮地域農業改良普及�
� 　センター　松﨑�誠司）
� (5)��田谷川土地改良区における地域活動組織と圃場周辺

管理の取り組み
� （田谷川土地改良区　鈴木�岳行）
� パネルディスカッション
� （司会：農研機構中央農業研究センター　吉永�悟志）
　参加申し込み：参加は無料。
　申込：フォームからお申し込み下さい。
　https://pursue.dc.affrc.go.jp/form/fm/naro023/h30kanto_mf
　締めきり：11月26日(月)

■日本植物防疫協会シンポジウム
  「スマート農業時代の植物防疫を考える」
　日時：平成31年1月22日（火）�10:00～17:30
　場所：日本教育会館「一ツ橋ホール」
� � 東京都千代田区一ツ橋2-6-2��TEL�03-3230-2831
　主催：一般社団法人�日本植物防疫協会
　内容：我が国におけるスマート農業への取り組み
� � （農林水産省農林水産技術会議事務局　長峰�徹昭）
� � ICTを活用した防除機開発の取り組み
� � （株式会社丸山製作所　湯浅�一康）
� � 農業生産現場におけるマルチコプターの活用例
� � （農研機構農業革新工学研究センター　吉田�隆延）
� � 気象データを利用した病害虫発生予察
� � （三重県農業研究所　西野　実）
� � 画像解析を利用した病害虫の同定
� � （農研機構農業環境変動研究センター　岩崎�亘典）
� � センサーとＡＩを活用した病害予測
� � （ボッシュ株式会社　盛　朝子）
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